Sir William Ternple and Henry Hammond by Kishimoto, Hiroshi
岡山大学大学院教育学研究科研究集録 第145号 (2010)31-37
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岸本 広司
初期近代イギリスを代表する外交官および文筆家であるサー ･ウイリアム ･テンプルは,
少年時代に母方の叔父へンリ･ハモンドに預けられ,彼のもとで育てられた｡テンプルの思
想や生き方に与えたハモンドの影響は大きく,テンプルを研究するうえにハモンドを無視す
ることはできない｡本稿は,テンプルの政治思想研究の一環として,まずテンプルの弟妹を,
次いでへンリ･ハモンドの生涯を概観する｡
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Ⅰ
サー･ウイリアム･テンプル(SirWiliam Temple,
1628-99)-以下,テンプルと記す-は,1628年4月
25日に父サー ･ジョン(SirJohnTemple,1600-77)
tfa,i7T)(MaryTemple,ne'eHam mond,a.1638)
の長男 として ロンドンのブラックフライア-ズ
(Blac肋iarS)で誕生したOテンプルには4人の弟と
2人の妹がいた｡そのうちの2人は夫折し,成年ま
で存命したのは3人の弟と1人の妹であった｡
4つ違いの次弟ジョン(JohnTemple,1632-1705)
は,ケンブリッジ大学のペンブローク ･カレッジを
卒業した後グレイズ ･インで法律を学び,アイルラ
ンド衡平法裁判所 (courtofChancery)を皮切 りに
法律家としてのキャリアを重ねた｡王政復古がなっ
た1660年にアイルランドの法務次官 (solicitor
General)に就任,翌年にはアイルランド議会に選
出され,一時的ながら29歳の若さで議長を務めた｡
1679年にはイングランドの法務長官 (Attorney
General)のポストが取 りざたされたが,チャール
ズ2世の意に沿わず実現しなかった(1)｡名誉革命
の混乱期にはアイルランド議会によって権利が剥奪
され,そのためイングランドへ逃亡している｡イン
グランドでは,ウイリアム3世のアイルランド政策
の助言者として重要な役割を果たした｡その功績も
あって,革命がなるとアイルランドの法務長官に任
命され,1690年から95年までその地位にあった｡兄
のテンプルとの関係は良好であった｡死去したのは
1705年,2人の息子と4人の娘が残された (2)｡上
の息子のヘンリは初代パーマス トン子爵 (Henry
Temple,lstViscountPalmerston,C.1673-1757)とな
り,その子孫には,ヴィクトリア女王時代に首相を
務めた第3代パーマストン子爵へンリ･ジョン･テ
ン プ ル (HenryJohnTemple,3rdViscount
palmerston,1784-1865)がいる(3)｡
テンプルと6つ違いの三弟ジェイムズ (James
Temple,1634-55)については,詳しいことはほとん
どわかっていない｡スペイン領西インド遠征に赴い
たクロムウェル軍のヴェナブルズ大将に随行したも
のの,1655年4月にヒスパニオラ島で伏兵に襲撃さ
れ,その地で命を落としたことだけが判明している
にすぎない(4)｡末弟へンリ(HenryTemple,1638197)
と妹マーサ (MarthaGiffard,ne'eTemple,1638-1722)
は双子である｡へンリについてもジェイムズと同じ
く判然とせず,法律家として出発した後,裕福な未
亡人と結婚したことがわかっているだけである(5)｡
他方,マーサは兄テンプルの生涯で大きな意味を
持った女性である｡彼女は23歳のときに,アイルラ
ンドのサー ･トマス ･ジファー ド(SirThomas
Giffard,a.1662)と結婚した｡だがわずか2週間後
に死別,その後は再婚することなく,兄のテンプル
およびその妻 ドロシー (DorothyTemple,ne'e
Osborne,1627-95)たちと一緒に暮らしたoマーサ
はドロシーのような美貌にも知性にも恵まれなかっ
たようである(6)｡しかしユーモアがあり,何よりも
行動的であった(7)｡彼女はテンプルが外交官として
大陸に赴任するときは一緒に赴き,彼の仕事を陰で
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支えた｡また1690年には,テンプルの最初期の伝記
である 『サー ･ウイリアム ･テンプルの生涯と人
物』 (TheLifeandCharacterofSirWill,lam
Temple)を著した｡ごく短いものではあるが,テン
プルの生涯を間近に見続けた妹の手になるものとし
て貴重である｡このマーサは,テンプルはもとより,
青年時代にテンプル家に寄寓したジョナサン･スウ
イフト(JonathanSwift,1667-1745)にとっても重要
な女性であった｡彼女が死去したのは1722年,84歳
である｡われわれは,テンプル研究のなかでこのマ
ーサにしばしば言及するであろう｡
ⅠⅠ
テンプルが10歳のときに,母親のメアリが死去し
た｡双子のヘンリとマーサを産んで9日後の1638年
9月5日のことであった(8)｡サー ･ジョンの悲しみ
がいかに深いものであったかは,レスター伯ロバー
ト･シドニ (RobertSidney,2mdEarlofLeicester,
1595-1677)に宛てた12月4日付書簡からもうかがい
知ることができる(9)｡妻に先立たれたサー ･ジョン
は,まだ38歳の若さであった｡しかし再婚すること
なく,77歳の死まで独り身を通した｡
母親を失ったテンプルは,イングランド南東部に
位置するケント州ベンズハースト(Penshurst)に住
む母方の叔父へンリ･ハモンド(HenryHammOnd,
1605-60)に預けられた｡へンリ･ハモンドは,ジェ
イムズ1世とヘンリ皇太子の侍医を務めたジョン･
ハモンド(JohnHam mond,C.1555-1617)の末息子で
ある｡へンリ･ハモンドには2人の兄がいた｡長兄
はカントリ ･ジェントルマンのロバー ト(Robert
Hammond,a.1623)であるが,1623年に若くして死
亡している｡このロバートの長男がワイト島知事の
ロバートハモンド大佐 (colonelRobertHammond,
1621-54)で,チャールズ1世がワイ下島に逃亡した
際,王をカリスプルック城 (carisbrookeCastle)に
監禁した人物として有名である(10)｡テンプルが ド
ロシー ･オズボーンに恋心を抱 くようになったの
は,実はこのハモンド大佐と間接的ながら関係して
いる｡そのことは別稿で明らかとなろう｡
ヘンリの次兄は トマス (ThomasHammond,C.
1600-58)である｡ トマスは議会派の軍人で,ヨーロ
ッパ大陸の戦場で軍務に就いていたようである｡若
い時期のトマスの詳細は不明である｡彼が歴史の表
舞台に登場するのは,内乱勃発後である｡1645年に
ニュー ･モデル軍の通信部隊の司令官に任命された
トマスは,軍最高司令部のスポークスマンとして活
躍した｡彼の経歴で注目すべきは,49年1月に国王
を裁 く特別法廷の裁判委員に任命されたことであ
る｡裁判委員は135名であった｡よく知られている
ように.国王を裁くことそれ自体に多くの者が疑問
を抱き,実際に裁判に関与したのは半数あまりであ
った｡それにたいして, トマスは最初から王の裁き
に熱心であった｡だが死刑判決文には署名していな
い｡その理由は定かでないが,おそらく徹底的した
共和主義者にはなりえなかったのであろう｡その後
トマスは,50年にクロムウェルのスコットランド遠
征に加わっている｡しかしその地で病にかかり,や
がて退役し,58年に死去している(ll)｡
こうして,内乱時代のハモンド家はおおむね議会
派寄りであった｡しかし,われわれにとって最も重
要な人物であるヘンリ･ハモンドは異なる｡彼は清
教徒と国教徒の対立が激化するなか,一貫してアン
グリカニズムを奉じた17世紀を代表する著名な聖職
者の1人であり,チャールズl世の信頼厚い学識豊
かな人格者であった｡テンプルの人格形成に影響を
与え,テンプルも終生尊敬の念を抱いたこのへンリ
に関する先行研究はほとんどない｡管見のかぎりで
は,ヘンリの若い友人で.オクスフォード大学クラ
イスト チャーチの学監やオクスフォー ド主教を務
めたジョン･フェル(JohnFel)による伝記 (12),お
よびジョン･パッカー (JohnPacker)による研究書
(13)があるにすぎない｡本稿では,主としてこの2
著に依拠しながらへンリの生涯を概観しようo
III
へンリ ･ハモンドー 以下,ハモンドと記す-は
1605年に生まれた｡イートン校でギリシア語とラテ
ン語とヘブライ語を学んだ後,オクスフォード大学
のモー ドリン ･カレッジに進んだ｡特待給費生
(deny)に選ばれたハモンドは,毎日13時間勉強し,
｢あらゆる古典作家を熟読した｣｡また,読破した本
には系統だった索引を付けたという(14)｡モードリ
ン･カレッジを卒業したハモンドは,1625年7月に
同カレッジのフェローに就任,34年までそのポスト
にあった｡26年に学寮長が死去した際,葬儀で弔辞
を読むという大役を務めている(15)｡29年に司祭と
なり,33年には学寮長の代理で宮廷で説教した｡そ
のときの説教は,レスター伯ロバート･シドニに強
い感銘を与え,その縁で伯からケント州ベンズハー
ストの聖職禄 (rectoⅣ)を与えられた(16)｡ベンズハ
ースト教区牧師としてのハモンドは勤勉で,教区民
の信頼と敬愛の念は大きかったOちなみに,ハモン
ドが死去した1660年に,ある教区民はハモンドを偲
んでおおよそ次のように書いている｡
｢牧師が亡くなって友人たちはたいへん悲しんで
いる｡彼はベンズハーストで10年間暮らした｡誠
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実で勤勉な牧師だった｡･--彼は月々の聖餐式を
執り行ったが,それは貧しい教区民の魂はもとよ
り,肉体をも大いに慰めるものであった｡貧者へ
の募金のおかげで彼らは救済された｡貧者の誰か
が子どもたちの世話でたい-んだと訴えれば,直
ちに手を差し伸べた｡彼は教区民のみならず,近
隣の教区民にたいしても熱心な救済者であり,若
者の良心的な教師であった｡病人がいれば見舞い
に訪れて慰め,人びとの間で不和があれば和解-
の努力を厭わなかった｡彼こそは真のキリスト教
徒の模範である｡私は彼以上の人物をこれまで見
たことがないし,今後もないだろうと思う｡(17)｣
ハモンドは,1640年に聖職議会 (convocation)の
メンバーに選ばれた｡また,ウェス トミンスター宗
教会議 (westminsterAsSemblyofDivnes)を構成す
る聖職者の 1人にも選任された(18)｡その後ハモン
ドは,ベンズハーストを去ってオクスフォードに向
かう｡そしてモードリン･カレッジで研究と著述に
専念し,やがて 『実用的教理問答書』 (practical
catechism,1644)を出版した｡これは神学と道徳を
平易に解説したものであり,刊行直後から広く流布
し,多くの人びとに読まれた｡チャールズ1世もこ
れを気に入り,幽閉されていたワイ下島のカリスブ
ルック城から息子のグロスター公へンリ王子に送っ
ている(19)0
1645年1月末に,ハモンドはいわゆる ｢アクスブ
リッジ交渉｣ (TreatyofUxbridge)で王党派代表委
員付き牧師を務めた｡そして議会派代表の論客リチ
ャー ド･ヴァインズ (RichardVines,C.1600-56)と
論戦を交わした｡このときの論戦を,当時のある人
物は,｢ハモンド博士は彼ら 〔議会派聖職者たち〕
の 〔教義上の〕解釈を温和で弁舌さわやかに,だが
徹底的に論破した(20)｣と記している｡その後ハモ
ンドは,チャールズ1世からオクスフォード大学ク
ライスト･チャーチ聖堂参事会員の職位を与えられ
た｡また大学の代表演説者 (publicOrator)に指名
され, さらには国王お抱 え牧師 (chaplainin
ordinarytoHisM由esty)にも任命された(21)｡他方,
国王は1646年4月末にオクスフォードを脱出してス
コットランド軍に投降,やがてオクスフォー ドの国
王軍も同年6月に議会軍に降伏し,ここに第一次内
乱は終結したoこれ以降のハモンドは,一時ベンズ
ハーストに滞在したものの,多くの時間を国王の傍
らで過ごすことになった｡47年11月に.国王はワイ
下島に逃れる｡しかし,カリスブルック城に幽閉さ
れることになるのは歴史が示しているとお りであ
る｡そしてワイト島の知事として,国王の監禁に当
たったのがハモンドの甥のロバー ト･ハモンド大佐
であった｡一族の者が王党派と議会派に分かれ,政
治的に対立したのはハモンド家にとって大きな不幸
であった｡だがハモンド自身は,11月30日の聖アン
ドリューの日に王の前で説教をするなど,同年のク
リスマスに追放されるまで聖職者としての務めを誠
実に果たしたのであった(22)｡
再びオクスフォードに戻ったハモンドは,クライ
スト･チャーチの副学監 (sub-dean)に任命された｡
学監のサミュエル ･フェル(SamuelFel1,1584-1649)
-ハモンドの伝記を残したジョン･フェルの父親-
が議会派によって逮捕 ･投獄されたため,ハモンド
はカレッジの責任者としてその管理運営に当たった
(23)Oだが,学則解釈に絶対的権限を有する監察
(visitor)が大学に調査に来た際,ハモンドは彼らの
権威を認めず,そのためハモンドには,聖堂参事会
員の職位の剥奪とバークシャーのウオリングフォー
ド城 (WalingfordCastke)への投獄という厳しい決
定が議会によって下された｡それにたいして城の管
理者であるアーサー ･イーヴリン大佐 (colonel
A比hurEvelyn)は,自身はピューリタン的信条の持
ち主であるにもかかわらず,ハモンドを友人として
遇することはしても,囚人として幽閉することはで
きないとしてそれを拒否し,かくしてハモンドはオ
クスフォードにとどまることになったのであった(24)｡
この頃からハモンドは,『新約聖書』に注釈を施す
仕事を始めている｡また1649年には,『平和と慈善
にたいするキ1)ス ト者の義務』(TheChristians
ObligatioγiSloPeace& Charity.Deliveredinan
AdventSem onatCarisbrook-Castle,Ann.1647.
AndNowPublishedwithlXSemLOnSMore)を刊行
している｡それは,聖アンドリューの日に王の前で
行った説教の写しを送ってほしいという,ワイト島
で監禁されているチャールズ1世の要請に応えて他
の9編の説教を加えて一書に編んだものであるO
この時期のイングランドは混乱の極みにあった｡
とりわけ王党派は常に危険と隣り合わせで,ハモン
ドも例外ではなかったOオクスフォードでの滞在も
つかの間,ハモンドは義兄弟のサー ･ジョン･テン
プル (テンプルの父)の世話で,ベ ドフォードシヤ
ーのクラバム (Clapham)に住むサー ･フィリッ
プ ･ウオリック(SirPhilipWarwick,1609-83)の屋
敷に移ることになった｡この地に転居したハモンド
は,約 2年間,執筆や教区教会で説教などをしなが
ら過ごした｡監禁されている国王とは違って,ハモ
ンドは基本的には自由であった｡にもかかわらず,
｢私はオクスフォー ドを去って以来,ベ ドフォー ド
に近いウオリック氏の邸宅でまるで囚人のような状
態にあります(25)Jと知人に伝えているように,ハ
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モンド自身は半ば監禁状態にあると受け止めていた
ようである｡このクラバム滞在中,ハモンドにとっ
て最も大きな出来事は国王チャールズ1世の裁判で
あった｡彼は国王を裁 く特別法廷の設置が決まるや
直ちに,議会軍の総司令官である トマス ･フェアフ
ァックス(Thom asFairfax,3rdBaronFairfax,1612-
71)と軍会議に 『謙虚なる請願』 (TotheRight
HonourabletheLordFairfaxandHisCouncilof
War,theHumbleAddressofHenryHaJtnmOnd,
1649)を書き送っている｡しかしこうしたハモンド
の努力にもかかわらず,この請願が書かれた15日後
の 1月30日に国王は処刑された｡
国王処刑後のハモンドの晩年を瞥見 しておこう｡
1650年の春,ロンドンに住むハモンドの母親,つま
りテンプルの祖J母が死亡した｡だがハモンドは母親
の死に目に会うことができなかった｡ というのも,
王党派の聖職者はロンドンに立ち入ることが禁じら
れていたからである｡母親を亡 くしたハモンドは,
その年の夏の終わりに.クラバムを去ってウ-スタ
ーシヤーのウェス トウッド(Westwood)にあるサ
ー ･ジョン･パキントン(SirJohnPakington,1621-
80)の屋敷に移った｡そして残 りの人生をその地で
送ったL,パキントンはカントリ･ジェントルマンで,
チャールズ1世の遺児であるチャールズ2世を支持
する王党派の 1人であった(26)｡ちょうどこのとき
チャールズ2世はウ-スターに滞在 しており,ハモ
ンドはパキントンと共にチャールズに仕えることに
なった｡1651年9月3日,チャールズがウ-スターで
敗北してフランス-逃亡すると,国教徒のなかには
海外-逃れる者や改宗する者が続出した｡そこでハ
モンドは,『分派について』(OfSchism:ADerence
oftheChurchofEnglandagainsttheExceptionsof
theRomanists,1653)をはじめとする幾つかのパン
フレットを書いて,イングランド国教会を弁護する
論陣を張った(27)｡ また,以前から手がけていた
『新約聖書釈義』 (AParaphraseandAnnotations
uponALtheBooksoftheNewTestament,1653)%
完成させている｡これは,オランダの有名な神学
者 ･法学者である7-ゴー ･グロティウス (Hugo
Grotius,1583-1645)の 『新 旧 約 聖 書 注 解 』
(AγIJn,OtationesinVetusetNovum Testame,ntum,
1642)をモデルとしながら,英語による聖書注解を
求める人びとの要請に応えて取 り組んだ労作であ
り,後の神学者たちに大きな影響を与えた0
1655年頃からハモンドの体はしだいに衰えてい
た｡痛風や結石病で苦しんでいたようである｡病状
の悪化にもかかわらず,彼は最後の2年間を執筆活
動にエネルギーを注いだ｡死の 1年前に 『詩編釈義』
(ParaphraseandAnnotationsontheBookof
Psalms,1659)を出版している｡また,｢続言｣に注
釈を付す仕事にも取 りかかっている(28)｡ しか し,
1660年の4月になると激 しい痛みに襲われるように
なった｡死が近いことを悟ったのであろう,ハモン
ドは4月19日に遺言書をしたためている(29)｡そして
翌20日とイースター ･デイの22日に聖餐を受けてい
る｡亡くなったのは4月25日,チャールズ2世を国
王として受け入れるために仮議会が召集されたちょ
うどその日であった｡享年55歳Q遺体はハンプ トン
の教会のパキントン家の墓所に葬られた(30)｡
ハモンドは60編を超す著作を残した｡それらはす
べて,説教をはじめとするキリス ト教関係のパンフ
レットである｡彼はイングランド国数会の代表的な
神学者であり説教者であった｡またこの時代を代表
する知識人の 1人であり,高潔な人格者であった｡
その卓越 した説教はもとより.世俗的栄達を求めず,
宗教的信念に生きた彼の生き方そのものまでもが多
くの人びとに感銘を与え,広 く敬愛された｡ウイリ
アム ･テンプルが,少年時代をこのハモンドのもと
で育てられたのは幸せであった｡テンプルは常に質
素で誠実な生き方を求めたが,彼にとってハモンド
は人生上の 1つの手本であったに違いない｡われわ
れは稿を改めて,テンプルの生き方や思想のなかに
ハモンドの影響を読み取っていくであろう｡
(1)EdwardM.Thompson(ed.),Co77eSPOndenceof
theFamilyofHatton:BeingChiej7yLetters
AddressedloChrislopherFirstViscountHaton,
A.D.1601-1704,2vols.(1878;rpt.NewYork:
JohnsonReprintC0.,1965),pp.198-99.
(2)OxfordDictiona7WOfNationalBiography,S.V
"Temple,SirJohn"(以下,OxfordDNBと略記).
(3)OxfordDNB,S.V."Temple,HenryJohn".
(4)K.H.D.Haley,AnEnglishDiplomatintheLow
Countries:SirWilialLTempleandJohnDeWilt,
1665-167:2(0Ⅹford:C1arendonPress,1986),p.17.
(5)TemplePrime,SomeAccountoftheTemple
Family,2ndedn.(NewYork:TheDeVinnePress,
1894),p.19.
(6)JuliaG.Longe(ed.),MarthaLadyGtjfardIHer
LifeandConTeSPOndence(1664-1722).ASequel
totheLettersofDorothyOsbor12e(London:
GeorgeAlen&Sons,1911),p.xi.
(7)ちなみに,マーサと親交のあった詩人のエ ドワ
ー ド･ヤングは,知人に宛てた手紙でこう書いて
いる｡｢著名なサー ･ウイリアム ･テンプルの妹
で,彼の著作の協力者と推定されるジファー ド夫
- 3 4 I
サー･ウイリアム･テンプルとへンリ･ハモンド
人は,たいへんな高齢であるにもかかわらず,健
康そのものでした｡彼女とは親交があったので,
それほどの健康を長きにわたって保つ秘訣は何な
のか,と尋ねたことがあります｡すると,彼女の
答えは 『常に行動すること』でした｡その証拠と
して,彼女は60歳を過ぎてからスペイン語を習い
始め,今ではそれを自由に操れるようになった,
と言っていました｣ (EdwardYoungtoDuchess
ofPortland【7Åug.1760],in77LeCoγespon′dence
ofEdwardYoung,1683-1765,ed.HenryPettit
lOxford:C1arendonPress,1971],pp.517-18)o
(8)G.C.MooreSmith(ed.),T78eEarlyEssaysand
RomancesofSirWiliam TempleBt.,withth,e
LifeandCharacterofSirWilliamTemplebyHis
SisterLadyGiffard(Oxford:C1arendonPress,
1930),p.191,n.10.
(9)ArthurColins,LetersandMemorialsofSlate,
intheReignsofQueenMa,ry,-Partofthe
ReignofKingCharlestheSecond,andOliver's
UsurpalioTt.…,2vols.(London,1746),I,pp.577-
79.
(10)ハモンド大佐については,以下の資料を参照｡
EdmundLudlow,MemoirsofEdmu,ndLudlow
Esq,･Lieutenant-Generalof the Horse,
CommaJILderinChiefoft7u?Forces iJnIreland,…
2nded机.,3vols.(London,1720-22),I;Robert
Hammond,Leuers betwee17 Col.Robert
Hammond,Govern,oroftheIsleofW7-,ght,andtfw
CommiueeofLordsandCommonsatDerby-
House,GeneralFairfax,Lieut.General
Cromwel,CommissaryGeneralIreton,&C….
(London,1764);SirThomasHerbert,Memoirsof
the7uoLastYearsoftheReignofKingCharlesI
(London,1815);JohnAshbumham,ANa†Tative
byJohnAshbunthamofHisAtendanceonKing
CharlestheFirst...,2vols.(London,1830).,
HenryCary(ed.),MemorialsoftheGreatCivil
WarinEnglandfrom 1646to1652,2vols.
(London,1842).
(ll)トマス･ハモンドについては,A.W.Mchtosh,
T`heNumbersoftheEnglishRegicides,"Hist,07甘,
newser.,67(1982),199;OxfordDNB,S.V.
"Hammond,Thomas"を参照｡
(12)JohnFel,TheLifeoftheMostLearned,
Re7)erendandPiousDl.H.Hammond(London,
1661).この伝記は,後にギルバー ト･バーネット
によるマシュー .へイル伝と合冊され,77LeLife
ofSirMathewHale,Knt.byGilbertBumeu,D.
D.LordBisfu)pofSarum.TogetherwithT7WLife
ofRev.H.Hammond,D.D.byJohnFel,D.D.
DeanofChrist-Church,newedn.(Oxford:
ClarendonPress,1806)として出版されている｡
筆者はこの合冊本を用いた｡
(13)JohnWiliamPacker,77teTYansfom LaliorZJOf
Anglica,nism,164311660,WithSpecialReference
toHenryHammond(Manchester:Manchester
UniversityPress,1969).
(14)BurnetandFel,T78eLifeofM.HaleandT7w
LifeofH.Hammond,p.161.
(15)RichardB.Hone,LivesofEminentChri,stians
:ArchbishopUsher,Dr.Hammond,Bishop
Wilson,JohnEvelyn,Esq.(London:JohnW.
Parker,1833),p.97.
(16)BumetandFel,T7LeL,LfeofM.HaleandT7w
LifeofH.Ha/mmOnd,pp.161-62.
(17)Packer,77W乃.ansfoγmatio710fAnglicanism,
p.21.
(18)連出された聖職者の数は121名であった｡しか
し,長期議会の要請により国教会公認の信仰箇条
とされてきた ｢39ヵ条｣を取 り上げ,監督制度の
廃止と長老主義教会制度の採用の是非を検討する
この会議に,ハモンドは他の監督制主義者と同様
出席することはなかった｡
(19)ちなみに,聖職者 ･歴史家として有名なギル
バー ト･バーネット(GilbertBurnet,1643-1715)
は,実務に関する事柄,とりわけ説教についての
正しい考えを学生たちに身に付けさせるうえに,
｢ハモンド博士の 『実用的教理問答書｣】はきわめ
て有益 な書 物 で あ る｣ (GilbertBurnet,A
Discourseoft7wPastoralCarelLondon,16921,p.
169)と述べている｡聖職者 ･数学者で,アイザ
ック ･ニュー トンの後任としてケンブリッジ大学
ルカス数学講座の教授となったウイリアム ･ウイ
ス トン(WiliamWhiston,1667-1752)ち,ウイス
トンの父親が同書を ｢著名な王党員によって書か
れた素晴らしい書物｣と絶賛していたこと,また
ウイス トン自身も,｢チューター時代にときどき
学生たちに読ませていた｣ことを回想 している
(William Whiston,MemoirsoftheLifea17d
WntingsofMr.Wiliam Whiston.CoILtaining,
MemoirsofSeveralofHisFlイendsAlso.Whuen
byHimself,2ndedn"2vols.lLondon,1753],I,pp.
10-ll)｡しかし,『実用的教理問答書』を批判す
る者がいたことも事実で,たとえば,オクスフォ
ー ドの長老派牧師であるフランシス ･チェイネル
(FrancisCheynel,1608-65)は,大学の説教壇で
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同書を激しく批判しており,ロンドンの長老派牧
師たちも攻撃していた(ATestimonytotheTyuth
ofJesusChrist,andtoOurSolemnLeagueand
Covenant;AsAlsoagainsttheE707LrS,Heresies
andBlasphemiesofTheseTim･es,andthe
Tolerationof77Lem.….lLondon,1648】)oそうし
た批判にたいして,ハモンドは直ちに反批判のパ
ンフレットを書いている｡だがここではそれらの
内容に立ち入らないで,書名のみ挙げてお く｡
HenryHammond,ACopyofSomePapersPastat
Oxford,betwixttheAuthorofthePractical
Catechisme,a,ndMr.Ch.(London,1647);idem,A
BriefVindicationofThreePassagesinthe
PracticalCatechisme,fromtheCensures4伊xt
on 77LembytheMinistersofLondon,inaBook
Entitled,ATestimonytotheTruthofJesus
答書』の成功を受けて,ハモンドは1644年に q/
Conscience,･OfScandal;OfWil-Worship;Of
ResistingtheLawfulMagistrate;OftheChange
ofCfuLrChGove/mmentなどの一連のパンフレッ
トを書いている｡
(20)SirPhilipWarwick,MemoiresoftheRe7'g,n,Of
KingCharlesI...TogetherwithaContinuation
totheHappyRestauralionofKingCharleslI
(London,1701),p.282.
(21)国王お抱え牧師は2名で,いま1人はギルバ
ー ト･シェルドン(GilbertSheldon,1598-1677)で
あった｡シェルドンは王政復古後にロンドン主教
となり,1663年にはイングランド国教会の最高位
であるカン夕べリ大主教となった人物である｡シ
ェルドンについては,さしあたりvemonStaley,
77wLifeandmmesofGilbertSheldon:Sometime
VVardenofAlSoulsColege,Oxford,･Bishopof
London;Archbishop ofCalLterbuγ'y,.and
Chancellorof theUniversity of Oxford
(London:WelsGardner,Darton&Co"1913);
NormanSykes,FromSheldontoSecker:Aspects
of English Church History,1660-1768
(Cambridge:CambridgeUniversityPress,1959);
R.A.Beddard,"SheldonandAnglicanRecoveIy"
HistoricαlJournal,19,4(1976),1007-17;Oxford
DNB,S.V."Sheldon,Gilbert"を参照｡
ところで,国王お抱え牧師という新たな職務に
就いても,ハモンドは研究と執筆活動をやめるこ
とはなかった｡1645年と46年に,次のようなパン
フレットを出している｡OfSuperst,ition,1645;
OfSinnesofWeaknessandWilflLl,ness,1645;A
ParaphrasticalExplicalionofTwoDijf7r,Cult
Te.rts,HebrewsVIandHebrewsX,1645;Ofa
L/ateoraDeath-BedRepentance,1645;AViewof
theNewDirectoryandAVindicatio170fthe
AntientLiturgyoftheChurchofEngLaJnd,1645;
OfIdolatry,1646;AViewoftheExceptiJOnS
WhichHaveBeenMadebyaRomanisttothe
LordViscountFalkland'sDiscourseofthe
InfalibilityoftheChurchofRome,1646.またこ
の時期のハモンドは,内乱のために親が破産状態
になり,経済的に困窮した多くの学生の面倒を見
ている｡その代表が,ケンブリッジ大学の初代ル
カス数学講座の教授職を務め,微分学を実質的に
考案した人物として有名なアイザック ･バロー
(IssacBarrow,1630-77),および歴史学者でオク
スフォード大学コーパス ･クリスティ･カレッジ
の フェローを務めたウイリアム ･フルマ ン
(WiliamFulman,1632-88)である｡
(22)Packer,778eTransformationofAnglicanism,
p.32.
(23)BurnetandFel,77LeLifeofM.Haleand77Le
L毎feofH.Ha,mmond,pp.186-87.
(24)Ibid.,p.190;MontaguBurrows(ed.),The
RegisteroftheVisitorsoftheUniversityof
Oxford,from A.D,1647 to A,D.1658
(Westminster:PrintedfortheCamdenSociety,
1881),pp.114-15,n.;Packer,T7Le771anSfomnation
ofAngLicanism,pp.33134.ジョン･パッカーによ
れば,この時期の議会はハモンドにたいして寛大
で,彼の取 り扱い方はさほど過酷ではなかった｡
その理由は,ハモンド家の多くが議会派に属して
いたからであり,また対立する宗派間の調停を,
見識高く人格者として知られるハモンドに期待し
たからであった｡Ibid.,p.34.
(25)HenryHammondtoPeterStaninough(20ct.
[1649]),inNineteenLetersofthe71ulyReverend
andLearnedH enryHammond,".ed.Francis
Peck(London,1739),p.9.
(26)OxfordDNB,S.V."Pakington,SirJohn".
(27)1653年から55年にかけて,ハモンドの著した
キリスト教関連のパンフレットには以下のものが
あるo ALeterofResolutiontoSixQuaeresof
PresentUseintheChurchofEngland,1653;A
ReplytotheCatholickGentleman'SAnswertothe
MostMaterialPartsoftheBookofSchism,1654･,
AnAccountofH.THisAppendixtoHisManual
ofControversiesconcerningtheAbbotof
Bangor'sAnswertoAugustine,1654･,A
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VindicationoftheDissertationsconcernかtg
Episcopacyfrom theAnswersorEl.CePtions
Ojferedagainst77LembytheLondonMinisters
inTheirJusDivinumMinisteriiEvangelicl,
1654;OfFundamentals,SchismeandHeresie,
1654;AnAccountofMr.Cawdrey'sTriplex
Diatribeconceγ托mgSuperstition,Wil-Worship
a,ndChristmasFestival,1654;ADigression
concerningSomeJealousiesSpreadofHugo
GrotiusInsertedinAγiAnswertoTyhe
AnimadversionsoftheDissertationsTouching
Ignatius'SEpistles,andtheEpiscopa,cy′iyt77tem
Asserted,1654;ASecondDefenceQf-theLeaned
HugoGrotius:Or,A Vindication ofthe
Digressionconcem ingHiJm,fromSomeFresh
Exceptions,1655;TheBaptizingofInfants
ReviewedandDefendedfrom theExceptionsof
Mr.Tombes,inHisLastT78reeCftaptersofHis
Book,I,TLtituLed,ATitipaedobaptism,1655.
(28)AParaphraseandAnnotatio,nsontheTen
FirstChaptersoftheProverbs(London,1683)と
いうタイトルで出版されたのは,死後の1683年で
あった｡
(29)"TheLastWillandTestamentofHenry
Hammond,"inPacker,The乃･ansformationof
Anglicanism,Appendix3,pp.2041205.
(30)IbiJd.,p.44;BurnetandFel,TheLifeofM.
HaleandT7LeLifeofHIHam′moTLd,pp･308-309･
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